
防災拠点となる公共施設等の耐震率の推移

出典：本図表の原資料は、消防庁「消防防災・震災対策現況調査」・「防災拠点と
なる公共施設等の耐震化推進状況調査結果」をもとに図表作成。
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前頁の図の標題 防災拠点となる公共施設等の耐震率の推移

同図のポイント 順調に耐震化が進んでいるが、なお一層の耐震化の促進が必要である。

出典の
詳細

資料名１ 消防庁「消防防災・震災対策現況調査」＜２０１３年１月＞

標題 「防災拠点となる公共施設等の耐震化進捗状況調査結果（施設区分別）」など

ＵＲＬ http://www.fdma.go.jp/disaster/chihoubousai/pdf/shinsaitaisakuhen.pdf

資料名２ 防災拠点となる公共施設等の耐震化推進状況調査結果＜２０１５年２月＞

標題 耐震率の推移

ＵＲＬ http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h27/02/270218_houdou_1.pdf

キーワード 防災拠点、公共施設、耐震率

前頁の図の詳細情報

東北大学災害科学国際研究所 災害統計グローバルセンター 東日本大震災関連統計データベース


